


















フルシチョフ改革が始まって間もない 1962年,雑誌 『ソビェ ト教育学』上でカイーロ
フは論文 ｢新しいソ連共産党綱領と教育科学の課題｣の中で次のように指摘した｡
｢科学的知識の現代の水準に基づく教育内容の再検討は,科学自身の最新の構造変化



















































1968年に ｢最近,学校における留年者の数を4%にまで減少させることに成功 した｡ ･ -
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しかし,それでもなお留年者の数は約200万人に達している｡ そういう訳で,不成績を予






































学の全領域を一通 り学習し,第二段階 (第9- 11学年)ではそれらを繰 り返しつつ深め




























る｡ なぜこの作 り直しが必要なのか ?このことは,自然と社会に関する人類の知識の量
が怒涛のように増加し,古い諸科学の範囲においてもまたそれらの接点においても膨大
な数の新 しい知識の部門が生まれている今日,特に明らかである｡ これは,学校が与え

















































さらに翌 1966年の 『ソビェ ト教育学』の無署名巻頭論文 ｢ソ連邦共産党第23回大会と
学校の課題｣では,第23回党大会 (1966年)において指令された10年制義務教育-の






















































































て教育課程委貞会は新 しい教科課程 と教授要 目の案を作成 し,それらの案は 1967年に承
認され,1970年から実施されることとなった｡
新 しい教科課程案は表 1に示すようなものであ り,アルセニエフによる解説 とともに






表 1 中等普通教育学校の標準教科課程 (1967年発表)
教 科 週 間 授 業 時 間 数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計
ロ シ ア 語 126 10 1062 6 6 3 3 2 2/0 3 53
文 学 - 2 2 2 2 3 4 18
数 学 6 6 6 6 6 6 5 5 58
歴 史 - 2 2 23 2 3 4 3 18
社 会 - - - - 2 2
自 然 科 2 - - - 6
地 理 - 2 2 ll
生 物 - - 2 2 2 2 0/2 2 ll
物 理 - ~1 2 21 3 4 5 16天 文 1 - - - 1 1
製 図 - - 1 1 - 3
外 国 語 - 4 31 3 2 2 2
化 学 - - - 2 2 3 32 10
芸 術 1 1 1 - -
唱 歌 と 音 楽 1 1 1 1 1 1 1 - 7
体 育 2 2 2 2~ 2 2 2 2
労 働 教 授 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 20



























































































の経験,現代 と革命前の学校の経験を広 く利用 している｡ 諸々の欠陥にもかかわらず,
新 しい社会を建設 し,重要な技術的 ･科学的問題を解決 し,祖国を守ることのできる
人々を代々養成してきた学校教育の大 きな成功自体が,基本的に正 しい答が採用されて









ことを示 している｡ 多分,常識は,それはかなり楽観的ではあるが 10- 15年間は維持
できる結論を得ることができるであろうということを,我々に確信させる｡｣




である｡ またマルクシェピッチは,それまでの経験に基づ く ｢常識｣を堅持すべきことを































化されて与えることができる｡｣ 23)(人体解剖学 ･生理学 ･衛生学についての解説より)
｢生徒たちは,物理の課程でてこに関する教材を知っている｡ 人間の身体が動くとき
に骨と筋肉がどのようにてこを形づくっているかを示すのが有効である｡｣ 24)(人体解
剖学 ･生理学 ･衛生学の中のテーマ :運動器官についての解説より)
｢衛生面の技能を生徒たちに教育し走着させる活動と接触を保つために,体育の教師
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